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木更津市の地域動向
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本レポートは、地元事業者様に地域経済の動向を把握していただくため
に必要な情報として、経済産業省「経済センサス」・木更津市統計書など
外部機関が公表しているデータを、当会議所が収集分析したものです。詳
細な内容につきましてはお気軽にお問い合わせください。

木更津市の人口推移と将来人口予測

2020年 2月発行

木更津市の人口は今後も増加傾向

木更津市統計書によれば、2018年の木更津市
の人口は135,434人です。1985年の120,201人か

ら増減はあるものの、右肩上がりで上昇していま
す。この33年の間に約15,000人が増えています。

国立社会保障・人口問題研究所による地域別将
来推計人口によると、木更津市の人口は今後も増
加することが予想されます。2020年では137,247人、
2025年には138,755人、2030年には139,056人とな
り年々増加していくことが予想されます。

人口が増加するということは市場マーケットが拡
大することになります。市内の地域住民をターゲッ
トとして経営を行っている企業にとっては、一つの
機会になります。

木更津市における転入の内訳木更津市の転入者の約5割は県外住民

総務省「住民基本台帳人口移動報告」によれば、
2018年に木更津市に転入した人口は5,778人（前
年5,490人。前年比で約5％増）です。
一番多いのは千葉県君津市からで771人、2位
が千葉県袖ケ浦市から328人、3位が千葉県市原
市から285人となっています。上位10位の地域を
見てみると、千葉県内の地域が7地域入り、全体
の約34%を占めています。
近隣県からは東京都大田区から102人、神奈川
県横浜市から199人、神奈川県川崎市から143人

となっており、近隣県からも多くの人が移住してき
ています。

出所：総務省「住民基本台帳人口移動報告」

出所：木更津市統計書および国立社会保障・人口問題研究所 『日本の地域別将来推計人口』

ハローワーク木更津によれば、木更津市の11月の有効求人倍率は1.74倍、それに対して千葉県は1.28倍、
全国は1.57倍と比較すると上回っています。
就活者にとっては売り手市場である一方、企業としては応募者を集めることが難しい状況にあります。

千葉労働局によれば、雇用情勢は改善傾向が続いており、企業が必要な人材を確保するためには、魅力
ある職場づくりに向けた労働条件の向上・雇用管理の改善に取り組むことが必要となっています。

新規求職申込件数の推移 有効求職者数の推移 有効求人数の推移

出所：ハローワーク木更津「ハローワーク情報」
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木更津市 1.75 1.76 1.75 1.76 1.6 1.55 1.57 1.72 1.75 1.79 1.66 1.74

千葉県 1.32 1.28 1.27 1.31 1.37 1.38 1.34 1.32 1.34 1.32 1.28 1.28

全国 1.63 1.63 1.63 1.63 1.63 1.62 1.61 1.59 1.59 1.57 1.57 1.57
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有効求人倍率の推移

木更津市の有効求人倍率は全国・千葉県と比較して高い水準



木更津市の観光動向
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アクアラインの利用車数は上昇

木更津市の観光資源
出所：経済産業省「地域経済分析システム（RESAS）」
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木更津市統計資料によると、東京
湾アクアラインの利用車台数は右
肩上がりで増加しています。平成29

年で16,978千台（前年16,475千台。
前年比で約3％増）となっています。
毎年約5％前後上昇し、平成24年と
比較すると約3,350千台（約25% ）
増加しています。

アクアライン交通量

株式会社ナビタイムジャパン「経路検索
条件データ」によると、木更津市を自動車、
公共交通で訪れる目的地の検索ワードと
して、三井アウトレットと検索している人
が一番多いことが分かりました。それ以
外ですと龍宮城スパ・ホテル、イオンモー
ル木更津が上位に入っています。木更津
地域には多くの観光資源がありますが、
検索されるには認知力不足であることが、
浮き彫りになりました。

1,920 

1,751 

1,827 
1,807 

1,792 1,792 

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

木更津市統計資料によると、木更津
市の観光入込数は平成29年度で
1,792万人（前年度比で横ばいに推移）
になっています。平成24年度の1,920

万人をピークとして平成25年度には約
10％減少し1,751万人、平成26年度に
は約5％増加し1,827万人となっており、
それ以降はほぼ横ばいとなっています。
平成24年度と比較すると平成29年度
は約128万人減少しています。

観光客は減少傾向 観光入込数

出所：木更津市統計書をもとに作成

木更津市統計資料によると、木更津市
の観光入込数は平成29年度で17,920千

人であることが分かりました。目的別で
は潮干狩りが195千人、す立て5千人、
釣り16千人、神社参詣243千人、各種催
物332千人、文化財等見学12千人、その
他17,117千人となっています。

ほとんどの観光客が観光や地域資源
など以外の目的で木更津市を訪れてい
ることが分かりました。 出所：木更津市統計書をもとに作成

観光資源などの目的以外で訪問 目的別観光入込数

国は中小企業地域資源活用促進法に基
づいて、地域の中小企業が、登録された
地域資源（農林水産物、鉱工業品又はそ
れに係る技術、観光資源）を活用して行う
新商品・新サービスの開発・販売等の事業
展開に対して、様々な事業展開に支援す
る施策を設けています。木更津市におい
ても多くの地域資源が登録されています。

八釼八幡神社/東京湾アクアライン/東京湾の干潟
浅瀬/恋人の聖地・中の島大橋/木更津港まつり

既に登録されている木更津市の地域産業資源（一部）

https://www.pref.chiba.lg.jp/sanshin/renkei/chiikishigen/

経路検索条件データ
ほとんどの人がアウトレットを目的に訪問

（千台）

（万人）

（千人）

出所：木更津市統計書をもとに作成

今年度新たに登録された木更津市の地域産業資源

①イノシシ ②シカ ③木更津クラフトリキュール
④金鈴 ⑤証城寺の狸囃子
⑥景清の井戸と景清陣屋跡
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